令和○年○月○日
○○株式会社
○部
○ ○様
株式会社△△
○部　□□
株式会社○○様に関する信用照会の件（ご回答）
拝復　貴社ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
平素より格別のご厚誼を賜り、厚く御礼申し上げます。

さて、過日〇月〇日付にてご照会いただきました 株式会社○○ に関する信用状況につきまして、弊社にて可能な範囲で調査・確認を行いましたので、下記の通りご報告申し上げます。なお、本件は取引先情報および経営内容に関わる重要事項でございますので、厳重に取扱いくださいますようお願い申し上げます。

まずは略儀ながら、書面にて回答申し上げます。
敬具
記
1. 会社名
株式会社○○
（旧社名：□工機株式会社／2021年商号変更）

2. 代表取締役
代表取締役　△△ 氏
創業者の意志を継ぎ、2020年より現職。技術畑出身で、製造工程の改善および新製品開発に積極的。

3. 社歴
· 創業：2008年（現代表の父が金属加工業として設立）
· 資本金：3,000万円
· 2021年より精密機器部品のOEM生産へ事業転換
· 現在は 輸送機器・産業ロボット向け精密パーツ製造を主軸 とする中堅メーカー

長年の取引先を維持しつつ、自社ブランド製品の展開にも着手しており、近年は海外案件にも取り組み始めている。


4. 営業状態
売上高はここ3期連続で増加傾向（昨対112〜124％）。
背景には以下の要因が見られる。

· 大手メーカーの調達見直しによる新規受注の獲得
· 自動化設備への投資を進めたことで生産効率が約18％向上
· 若手技術者を採用し、加工精度の高度化に成功
· 原材料高騰の影響があるが、価格転嫁が比較的うまく機能

また、ISO9001・14001を取得しており、品質管理体制も一定の水準に達している。
ただし、注文が一部に偏っており、特定大手企業への依存度が高い点は留意すべきと考える。

5. 信用状態
総合的に判断して、信用状態は「おおむね良好」 と評価される。
· 金融機関との関係：
地元の〇〇銀行・△△信用金庫との取引は概ね良好。返済遅延履歴なし。
· 資金繰り：
製造業としては標準的。大型案件の前払金依存はあるが、手形決済の遅延は確認されていない。
· 経営者：
山城氏は取引先からの人物評価が高く、誠実な経営姿勢で知られる。
· リスク：
半導体需要の変動や主要取引先の市況に左右されやすい。
· とはいえ現状では深刻な懸念材料は見受けられない。

総じて 短期的な取引において大きな問題はなく、一定の信用余力を有している といえる。

以上、何かご不明な点がございましたらご連絡ください。
どうぞよろしくお願い申し上げます。
以上
